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09:00ｰ09:15 市民による通報をベースとした自治

体の収集するロードキル記録にお

ける種同定の特徴

神宮翔真 筑波大学大学

院生命環境科

学研究科

固形廃棄物管理に関する環境教育

プログラムにおける知識習得と友人

ネットワークの関係－フィリピン・カ

ランバ市の小学校を事例として

松本万里子 京都大学大学

院地球環境学

舎

拡張型産業連関分析に基づく日本

の廃棄物フットプリント

一杉佑貴 東京都市大学

09:15-09:30 鳴門海峡における渦潮の視点場と

見え方に関する研究

大平和弘 兵庫県立大学

自然・環境科学

研究所

台湾における小学校の環境教育と

児童の環境意識の関係性－苗栗県

の小学校を事例として

許容瑜 名古屋産業大

学大学院環境

マネジメント研

究科

豊島廃棄物等処理事業の環境性・

経済性評価

中野健太郎 早稲田大学大

学院環境・エネ

ルギー研究科

09:30-09:45 濃尾平野輪中地域における集落形

態からみた屋敷林の空間構成

大坪永二 名古屋市立大

学大学院芸術

工学研究科

幼少期の経験が野生動物の好悪に

及ぼす影響

山口雪子 岡山短期大学

幼児教育学科

使用済み紙おむつのクローズドリサ

イクルの環境影響評価

伊坪徳宏 東京都市大学

環境学部

09:45-10:00 海外の日本庭園に対する違和感に

みる日本庭園らしさの認識構造

劉銘 東京大学大学

院農学生命科

学研究科

同位体を用いた地下水調査に対す

る住民意識－山梨県忍野村のシン

ポジウム参加者を対象に

藤吉麗 総合地球環境

学研究所

放鳥10年を迎えたトキの野生復帰

におけるトキに対する住民の認識に

ついての一考察

本田裕子 大正大学人間

学部

10:00-10:15 シカによる尾瀬国立公園の湿原へ

の影響の認知度と管理施策に対す

る支持意向

山本清龍 東京大学大学

院農学生命科

学研究科

インターネット利用が新型うつ傾向

へ及ぼす悪影響と予防策の縦断研

究

坂部創一 創価大学理工

学部

北海道根室海区におけるサケ増殖

河川の流域土地利用と河川水質と

の関連

佐々木章晴 北海道大学農

学研究院

10:15-10:30 マイクロコズムを活用したエコシステ

ムレベルでの全排水毒性試験法の

開発

土屋友美 千葉工業大学

工学研究科

大学生を対象にしたエネルギー教

育プログラムによる教育効果に関

する研究

和田有朗 滋賀県立大学

環境科学部

マングローブ生態系の機能・サービ

スとHuman wellbeingとの関連－イ

ンドネシアのエコツーリズムビレッジ

を事例として

田代藍 東北大学大学

院環境科学研

究科

10:30-10:45 アーバン・サステナビリティ・トランジ

ションに関する比較研究：日本に関

する比較研究：日本，スウェーデン，

連合王国の地方自治体における建

山下潤 九州大学大学

院比較社会文

化研究院

佐渡市民のトキ保護に係る環境教

育をめぐる認識について

高橋正弘 大正大学人間

学部

「ノベル生態系（新奇な生態系）」概

念の有用性

村上健太郎 北海道教育大

学教育学部

10:45-11:00 地域におけるSDGs達成に向けた取

組みと課題：先進地域における目

標・指標設定の傾向

増原直樹 総合地球環境

学研究所

自然災害後に牧民が放牧地から離

れた要因の分析－2010年にモンゴ

ル国ドンドゴビ県で発生したゾドを

事例にして

中村洋 山陽小野田市

立山口東京理

科大学

横浜市・帷子川流域を対象とした集

水微地形に着目した緑地立地環境

の評価

横田樹広 東京都市大学

環境学部

11:00-11:15 自治体の地域気候変動適応に向け

たVelocity of Climate Change 

(VoCC)の解析

髙野(竹中)宏

平

長野県環境保

全研究所

「エシカル消費」としての地域農産物

に対する消費者選好

大西茂 滋賀大学環境

総合研究セン

ター

健全な水循環の形成に向けたグ

リーンインフラ活用シナリオと地下

水流動シミュレーション－東京都神

田川上流域を対象として

根岸勇太 中央大学研究

開発機構

11:15-11:30 都市表面温度と天空率の関係につ

いて

ソ ユファン 千葉大学大学

院園芸学研究

科

大阪府能勢町におけるクリ林の分

布と管理実態に関する研究

上田萌子 大阪府立大学

大学院生命環

境科学研究科

木曽川上流部における猿尾（水制）

の破堤防止効果について－岐阜県

笠松町から愛知県犬山市までを対

象に

馬場慎一 太栄コンサルタ

ンツ(株)

11:30-11:45 地域資源を活かした暑熱適応のま

ちづくりに関する研究～春日部市

「ふじ通り」を対象とした調査

三坂育正 日本工業大学

建築学部建築

学科

バックエンド問題における社会的受

容性の要因分析－高レベル放射性

廃棄物（HLW）処分の欠如モデルに

よる市民会議の事例

山田美香 早稲田大学大

学院アジア太平

洋研究科

日本橋川の水辺利用の取り組みに

係わる組織団体の変遷とその役割

に関する調査研究

菅原遼 日本大学理工
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11:45-12:00 28
異なる干渉SAR技術の応用による

斜面災害域抽出結果の比較
田口智大

茨城大学大学

院理工学研究

科
12:00-12:15 55

長野県八ヶ岳山麓地域における水

環境特性
山嵜高洋

日本大学生物

資源科学部

12:15-12:30 70
引地川における付着物の物質収支

の解析
對馬孝治

日本大学生物

資源科学部

12:30-12:45 セッション
テーマ

座長 タイトル
第一執筆

者
所属

セッション
テーマ

座長 タイトル
第一執筆

者
所属

セッション
テーマ

座長 タイトル
第一執筆

者
所属 87

公共的意思決定過程の委員会にお

ける議論構造の把握に関する予備

的検討

岩見麻子
法政大学地域

研究センター

12:45-13:00 小型風力発電事業の地域的受容性

に関する研究

梅澤俊介 (株)商船三井 若者のデジタル機器への依存性の

把握とデジタルデトックスの可能性

の検討

久保暁子 東京大学大学

院農学生命科

学研究科

気候変動に対する地域適応策のた

めの脆弱性・リスク評価手法の開発

－地域レベル解像度-可視化システ

ムと気候リスクコミュニケーション

大場真 国立環境研究

所
93

コミュニティへの関与実態と関与意

向が居住地選好に与える影響
近藤紀章

滋賀大学環境

総合研究セン

ター

13:00-13:15 環境保全のための多主体間連携の

実態とあり方に関する一考察

平山奈央子 滋賀県立大学

環境科学部

北アルプス登山者からみた登山者，

管理者，ガイド・山小屋の山岳遭難

に対する責任・役割

小林昭裕 専修大学経済

学部

急性循環器疾患の発症リスクと気

象・気候変化との関係性について

大橋唯太 岡山理科大学

生物地球学部

13:15-13:30 コンパクトシティ政策を支援する都

市シミュレーションモデルの開発

藤岡薫 福岡女子大学

国際文理学部

津波災害時における観光施設等の

外国人観光客への避難誘導に関す

る研究

永井勇輝 日本大学大学

院理工学研究

科

木質バイオマスの小規模熱利用を

通じたまちづくりへの展開－福岡県

うきは市における実証試験を事例と

して

近藤隼人 国際航業株(株)

13:30-13:45 水素ステーションに対する地域住民

の態度形成要因

三原巧 東京工業大学

大学院総合理

工学研究科

やんばる森林ツーリズムにおける地

元ガイドの主体性と資源管理への

参画意識

加藤麻理子 信州大学全学

教育機構

プロジェクト・ベース炭素クレジット市

場の金融機関の参加動機の研究

吉高まり 三菱UFJモルガ

ンスタンレー証

券(株)

13:45-14:00 港湾都市の都市構造的特徴と港湾

周辺地域の整備に関する研究

小塚みすず 神戸市立工業

高等専門学校

被災地復興支援の消費行動と利他

的意識に関する研究

有賀健高 埼玉大学大学

院人文社会科

学研究科

ベトナムにおける気候変動緩和対

策の現状と課題

市原純 国際協力機構

14:00-14:15 大規模都市整備事業の対象地域に

おける生活環境への住民意識と

ソーシャルキャピタルの地区間比較

谷本真佑 岩手大学理工

学部

台湾の訪日着地型観光ニーズを形

作る観光関連組織間の連携

島宗俊郎 名古屋経営短

期大学未来キャ

リア学科

14:15-14:30 地方都市若年層を対象とした自動

車利用抑制への動機づけにおける

メディア活用効果の分析

眞坂美江子 帝京大学理工

学部

短期の自然体験型環境学習の学習

効果－霞ヶ浦湖上体験スクールを

事例として

冨田俊幸 立教大学大学

院

14:30-14:45 階層ベイズモデルによる留学生の

主観的生活環境評価の構造分析－

国際寮での調査を通して

小野聡 立命館大学政

策科学部

災害種別避難誘導システムのあり

方とそのピクトグラムの認知度に関

する研究－和歌山県東牟婁郡串本

町を対象地として

森拓実 日本大学理工

学部

14:45-15:00

15:00-18：00

シンポジウム

18:15-1930

研究者交流会

吉田好邦

（東京大学大

学院工学系研

究科）

村上暁信

（筑波大学シ

ステム情報

系）

板川　暢

（鹿島建設(株)

技術研究所）

中久保豊彦

（お茶の水女

子大学基幹研

究院自然科学

系）

藤稿亜矢子

（東洋大学国

際観光学部）

黒田貴綱

（日本大学生

物資源科学

部）

小林昭裕

（専修大学経

済学部）

辰己賢一

（東京農工大

学農学研究

科）

松岡俊二

（早稲田大学

アジア太平洋

研究科）
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・論文ポスター
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都市環境

　　伊藤　弘

（筑波大学人

間総合科学研

究科）

　　笹田勝寛

（日本大学生

物資源科学

部）

平野勇二郎

（国立環境研

究所）

レクリエー
ション・制度

設計

気候変動・
エネルギー

企画セッショ
ン②

景観・生態
系

環境教育・
市民参加・
農村環境

水環境・熱
環境・廃棄

物

高橋正弘

（大正大学人

間環境学科）

錦澤滋雄

（東京工業大

学環境・社会

理工学院）

近江慶光

（千葉大学園

芸学研究科）


